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はじめに 

中部国際空港株式会社及び愛知県は、平成 12 年 6 月に「中部国際空港建設事業及び空

港島地域開発用地埋立造成事業並びに空港対岸部埋立造成事業に係る工事中の環境監視

計画」を策定し、これに基づく環境監視を平成 12 年 7 月から平成 17 年 2 月 16 日まで実

施してきた。 

また、平成 17 年 2 月に「中部国際空港用地、空港島地域開発用地及び空港対岸部用地」

（以下「空港島等」という。）の存在に伴う水質汚濁、海水の流れ等並びに中部国際空港

の供用に伴う航空機騒音等の周辺地域に対する影響を把握し、必要に応じて適切な措置

を講じることにより環境の保全を図ることを目的として、「空港島及び空港対岸部に係

る環境監視計画」（以下「環境監視計画」という。）を策定し、平成 17 年 2 月 17 日から

この環境監視計画に基づき調査を実施している。 

 

本書は、平成 18 年度（平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日）の空港島等の存在

に係る調査結果（海水の流れ及び水質、底質、汀線、海域生物、鳥類、海浜植物）及び

空港の供用に係る調査結果（大気質、騒音、鳥類）を「①環境基準値等との比較」、「②

過年度調査結果等との比較」の２つの観点から、それぞれ整理を行い、これらにより、

空港島等の存在並びに中部国際空港の供用が周辺地域に与える環境影響の程度を把握し

たものである。 

また、空港島等の存在に係る調査結果(海水の流れ及び水質、汀線、海域生物、海浜植

物）については、「環境監視計画」における終了の目途としている時期に該当することか

ら、「③評価書における予測結果との比較」により整理を行った。 

とりまとめにあたっては、財団法人中部空港調査会が設置する公正・中立の立場の「空

港島及び対岸部の環境監視に関する検討委員会」において、科学的、客観的な検討・評

価を受けている。 

 

なお、本書でいう過年度調査結果とは、平成 17 年度までの調査結果であり、次のもの

をいう。 

(1)「中部国際空港建設事業及び空港島地域開発用地埋立造成事業に関する環境影響評価

書（平成 11 年 6 月、中部国際空港株式会社、愛知県）」と「空港対岸部埋立造成事業

に関する環境影響評価書（平成 11 年 6 月、愛知県）」（以下、これら 2件の環境影響評

価書を「評価書」という。）に記載されている平成 4～10 年度の調査結果（以下「評価

書調査結果」という。） 

(2)平成 11 年から平成 12 年 6 月に実施した事前調査結果（以下「事前調査結果」という。）

(3)平成 12～17 年度に中部国際空港株式会社、愛知県が実施した環境監視結果 

(4)気象庁、愛知県等が行った周辺地域の調査結果 

また、存在後とは、平成 14 年 4 月（護岸が概成し西側護岸の一部を除き、汚濁防止膜

を撤去した時）以後をいい、供用後とは平成 17 年 2 月 17 日（開港）以後をいう。 
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1 気象 

平成 18 年度の苅屋局における気象調査結果では、5 月、6 月、8 月にかけて東南東風が多

かったが、年間を通じて西北西風が卓越し、月平均風速の最高値は、平成 18 年 4 月及び平成

19 年 3 月の 3.2m/s であった。 

なお、気象庁による名古屋地方気象台、中部航空地方気象台、東海及び南知多地域観測所

の気象調査結果は、月別平均気温についてみると、平成19年 2月の名古屋は平年値を3.0℃、

東海及び南知多においても準平年値を 3.0℃及び 3.2℃上回った。年間降水量（合計値）につ

いてみると、名古屋、東海及び南知多においては、平年値（準平年値）と比べて降水量がや

や少なかった。 

平成 18 年度の中部航空地方気象台における風向別出現頻度については、割合が一番多い北

西風は全体の 19％であった。 

当該地域には、8月に台風第 7号が接近・通過した。 

 



2 空港島等の存在に係る環境監視結果及び評価 

環境監視の内容 
 

平成 18 年度に実施した環境監視の内容は表 1のとおりである。 

表 1 環境監視の内容(平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日) 

項　　　目 地点等 頻度・時期

海水の流れ注 流向、流速 3点[2層] 四季（30日間）

水質注 水温、塩分、濁度、透明度、pH、DO、SS、COD、T-N、

NH4-N、NO2-N、NO3-N、T-P、PO4-P、クロロフィルa

底質 泥温、粒度分布、含水率、pH、強熱減量、

COD、全硫化物、T-N、T-P

汀線 大野～内海 年1回

海域生物 プランクトン（植物、動物）、魚卵・稚仔魚 6点 四季

底生生物 6点 四季

魚類等 小型底びき網漁獲試験

ぱっち網漁獲試験

藻場生物 生息生育状況

干潟生物

潮間帯生物

藻場(アマモ場分布) 常滑港～冨具崎 繁茂期

鳥類 カワウ 生息数、就塒状況 1地点

[鵜の山ウ繁殖地周辺]

カモメ類等
水鳥・カワウ

出現状況
[知多半島西岸25地点、
空港島2測線、空港対岸
部１測線]

隔月

海浜植物

ゴキヅル、スナ
ビキソウ、ネコノ
シタ、ビロードテ
ンツキ

生育状況 6地点 7～9月

6点 四季

12測線 四季

育雛期・
非育雛期

6点[2層] 月1回

3点 四季

 
注．海水の流れ、水質の調査の水深 5m 以浅の調査点は、1 層のみの調査である。 
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海水の流れ及び水質 

 

 海水の流れ 

□環境監視結果 

 流向 

表層の流向は、蒲池沖では期間を通じて

南流及び南南西流の出現が多く、小鈴谷沖

では春季、夏季及び秋季には流向がばらつ

いていたが、冬季には東南東流から南南東

流の出現が多かった。 

底層の流向は、蒲池沖では春季には北流

から北東流の出現が、夏季及び秋季には北

北東から東北東及び南流から南西流の出現

が、冬季には南流から南西流の出現が多く、

樽水沖では春季には南南東流から南流及び

北北西流から北流の出現が、夏季及び秋季

には南東流から南流の出現が、冬季には東

南東流から南南東流の出現が多く、小鈴谷

沖では春季、夏季及び秋季には流向がばら

ついていたが、冬季には東流から南東流の

出現が多かった。 

平成 18 年度の最多流向は、蒲池沖では、

表層及び底層で南南西、樽水沖では南南東、

小鈴谷沖では、表層で南東、底層で北であ

った。 

 

 流速 

流速はいずれの調査点も底層に比べて表

層で大きく、期間を通じて大きな変化はみ

られなかった。 

平成 18 年度の流速の期間平均値は、蒲池

沖では、表層が14～18cm/s（平均17 cm/s）、

底層が 11～13 cm/s（平均 12 cm/s）、樽水

沖では、底層が 9～10 cm/s（平均 9 cm/s）、

小鈴谷沖では、表層が 9～13 cm/s（平均 11 

cm/s）、底層が 7～9 cm/s（平均 8 cm/s）

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知多市 

半田市

常滑市 

阿久比町

美浜町 

武豊町

蒲池沖 

樽水沖 

小鈴谷沖 

＜海水の流れの調査点＞ 

 

□予測結果との比較 

平成18年度の環境監視点3点の平均流と

評価書に示した空港島及び対岸部の存在時

における予測結果の平均流の比較結果は次

のとおりである。 

夏季の空港島北側の流向・流速は予測結

果とほぼ同様であった。夏季の空港島東側

の流向・流速は予測結果とほぼ同様であっ

た。夏季の空港島南側の予測結果は流れが

ゆるやかな第 3 層の流向を除きほぼ同様で

あった。 

冬季の空港島北側の流向・流速は予測結

果とほぼ同様であった。冬季の空港島東側

の流向・流速は予測結果とほぼ同様であっ

た。冬季の空港島南側の流向・流速は予測

結果とほぼ同様であった。
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□海水の流れの評価 

平成 18 年度の環境監視結果と過年度デ

ータとの比較をした結果、平成 18 年度の蒲

池沖の表層の流向が平成 12 年度から平成

16年度よりもやや西側に向かう傾向がみら

れた。また、小鈴谷沖の流速が平成 12 年度

から平成 16 年度よりもやや大きくなって

いた。 

 

以上より、平成 18 年度の環境監視結果で

は、空港島等の周辺の海水の流れについて、

一部で過年度と異なる傾向がみられたこと

を除いて大きな変化はなかった。 

 

なお、予測結果と比較した結果、空港島

北側及び空港島東側では夏季、冬季の流

向・流速ともほぼ同様の傾向であり、流れ

のゆるやかな空港島南側では夏季の第 3 層

の流向に違いがみられたことを除いては、

夏季、冬季の流向・流速ともほぼ同様の傾

向であった。 

 

 水質 

□環境監視結果 

 水温 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の水温は表層において

9.0～27.0℃、底層において 10.1 ～25.7℃

の範囲であった。 

 

 塩分 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の塩分は表層において

23.07～32.71、底層において 25.89～33.42

の範囲であった。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水質の調査点＞ 

 

 濁度（カオリン） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の濁度は表層において

0.7～6.2 度、底層において 0.6～8.8 度の

範囲であった。 

 

 透明度 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の透明度は 1.5～9.1m の

範囲であった。 

 

 pH 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点のpHは表層において8.0

～8.5、底層において 7.7 ～8.4 の範囲であ

った。 

 

 溶存酸素量（DO） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調 

 - 4 -



 

 

 

査における調査点のDOは表層において4.3

～10.2mg/L、底層において 0.6 ～10.0mg/L

の範囲であった。 

 

 浮遊物質量（SS） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点のSSは表層において0.9

～6.4mg/L、底層において 1.3～13.8mg/L の

範囲であった。 

 

 化学的酸素要求量（COD） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の COD は表層において

1.3～4.2mg/L、底層において 1.3 ～3.1mg/L

の範囲であり、75%値（全層）は、2.0～

2.7mg/L の範囲であった。 

 

 全窒素（T-N） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の T-N は表層において

0.22～0.91 mg/L、底層において 0.22～0.51 

mg/L の範囲であった。 

 

 全燐（T-P） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の T-P は表層において

0.020～0.083mg/L、底層において 0.018～

0.090mg/L の範囲であった。 

 

 アンモニア態窒素（NH4-N） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の NH4-N は表層において

< 0.01～0.10mg/L、底層において < 0.01

～0.09mg/L の範囲であった。 

 

 亜硝酸態窒素（NO2-N） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点の NO2-N は表層において

<0.005～0.049 mg/L、底層において< 0.005 

 

 

 

～0.044 mg/L の範囲であった。 

 

 硝酸態窒素（NO3-N） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点のNO3-Nは表層において< 

0.01～0.27 mg/L、底層において< 0.01～

0.20 mg/Lの範囲であった。 

 

 オルトリン酸態燐（PO4-P） 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点のPO4-Pは表層において< 

0.003～0.052mg/L、底層において< 0.003

～0.072 mg/Lの範囲であった。 

 クロロフィル a 

平成 18 年 4 月から平成 19 年 3 月の月調

査における調査点のクロロフィル a は表層

において 0.2～24.0μg/L、底層において

0.5～10.1μg/L の範囲であった。 

 

□予測結果との比較 

水質予測結果と平成 18 年度の水質調査

結果との比較結果は以下のとおりである 

 

 化学的酸素要求量（COD） 

夏季、冬季の第１層及び第２層ともに予

測結果よりやや低かった。 

 

 全窒素（T-N） 

夏季、冬季の第１層及び第２層ともに予

測結果よりやや低いか、ほぼ同程度であっ

た。 

 

 全燐（T-P） 

夏季、冬季の第１層及び第２層ともに予

測結果とほぼ同程度であった。 
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□水質の評価 

化学的酸素要求量（COD）、全窒素（T-N）、

全燐（T-P）について、環境基準値との比較

をした結果、調査点 TS5 及び TS6 の COD 以

外は、環境基準値を上回っていた。 

過年度データとの比較（空港島等の存在

後と存在前とのデータ比較）をした結果、

COD、T-N、T-P については、常滑沖海域の

比較は存在前（平成 5年 3月から平成 13 年

度）とほぼ同様な傾向であり、調査点毎の

比較は存在前（平成 11 年から平成 13 年度）

までとほぼ同様な傾向であった。 

また、空港島等の存在後（平成 14 年度か

ら平成 18 年度）の環境監視結果をみると、

COD、T-N、T-P については、表層及び底層

ともに空港島等の存在後はほぼ同様な傾向

であった。 

これら水質の監視結果を愛知県が実施し

た周辺の公共用水域等水質調査結果と比較

した結果、ほぼ同様か若干低い傾向であっ

た。 

 

以上より、平成 18 年度の環境監視結果で

は、空港島等の存在による影響はほとんど

認められなかった。 

 

なお、COD、T-N、T-P について、予測結

果との比較をした結果、夏季、冬季の第 1

層及び第 2 層ともに COD は予測結果よりや

や低く、T-N は予測結果よりやや低いかほ

ぼ同程度であり、T-P は予測結果とほぼ同

程度であった。 
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底質 

 

□環境監視結果 

 粒度組成 

平成 18 年 5 月は、粗砂分が 1～26%、細

砂分が 7～86%、シルト・粘土分が 3～92%

であった。平成 18 年 8 月は、粗砂分が 1～

24%、細砂分が 8～87%、シルト・粘土分が 1

～91%であった。平成 18 年 11 月は、粗砂分

が 0～27%、細砂分が 6～76%、シルト・粘土

分が 3～94%であった。平成 19 年 2 月は、

粗砂分が 0～31%、細砂分が 7～84%、シル

ト・粘土分が 3～93%であった。 

 

 pH 

平成 18 年 5 月は、7.2～8.3、平成 18 年

8 月は、7.4～8.4、平成 18 年 11 月は、7.4

～8.6、平成 19 年 2 月は、7.6～8.5 であっ

た。 

 

 含水量 

平成 18 年 5 月は、23.3～64.8%、平成 18

年8月は、17.9～61.0%、平成18年11月は、

17.8～60.0%、平成19年2月は、17.5～57.8%

であった。 

 

 強熱減量 

平成 18 年 5 月は、0.9～9.2%、平成 18 年

8 月は、1.0～8.3%、平成 18 年 11 月は、1.0

～7.5%、平成 19 年 2 月は、0.8～7.6%であ

った。 

 

 化学的酸素要求量（COD） 

平成 18 年 5 月は、0.9～11.6mg/g、平成

18 年 8 月は、1.2～9.5mg/g、平成 18 年 11

月は、1.4～10.2mg/g、平成 19 年 2 月は、

1.1～9.7mg/g であった。 

 

 全硫化物 

平成 18 年 5 月は、0.03～0.44mg/g、平成

18 年 8 月は、0.07～0.68mg/g、平成 18 年

11 月は、0.02～0.44mg/g、平成 19 年 2 月

は、0.01～0.40mg/g であった。 

 

 全窒素（T-N） 

平成 18 年 5 月は、0.41～2.91mg/g、平成

18 年 8 月は、0.34～2.92mg/g、平成 18 年

11 月は、0.24～2.27mg/g、平成 19 年 2 月

は、0.19～2.07mg/g であった。 

 

 全燐（T-P） 

平成 18 年 5 月は、0.12～0.66mg/g、平成

18 年 8 月は、0.10～0.61mg/g、平成 18 年

11 月は、0.07～0.53mg/g、平成 19 年 2 月

は、0.07～0.63mg/g であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜底質の調査点＞ 
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□底質の評価 

平成 18 年度環境監視結果と過年度デー

タとの比較をした結果、調査点TS2及び TS6

において、化学的酸素要求量（COD）の減少

傾向が平成 15 年度から 16 年度にかけてみ

られたが、平成 17 年度から平成 18 年度は

ほぼ横ばいとなっていた。また、平成 18 年

度はいずれの調査点においても全窒素

（T-N）が過年度データよりやや高くなった

時期があったが、いずれもその後は低下し

ており一時的なものと考えられた。その他

の項目において、平成 18 年度の環境監視結

果は過年度とほぼ同様な傾向であった。 

 

以上より、TS2 及び TS6 において平成 15

年度から16年度にかけてCODが変化してい

たものの、平成 18 年度の環境監視結果では

空港島等の存在による影響はほとんど認め

られなかった。 
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汀線 

 

□環境監視結果 

汀線について、大野～内海の 7 区間 132

測線を平成 18 年 6 月 8 日から 7 月 12 日に

かけて測量を行った。長期的な変化を把握

するため、平成 5 年度を初期とした調査年

における比較を行うとともに、短期的な変

化を把握するため、平成 5年度と 6年度、6

年度と 7年度、7年度と 12 年度、12 年度と

14 年度、14 年度と 15 年度、15 年度と 16

年度、16 年度と 17 年度、17 年度と 18 年度

の比較を行った。 

平成5年度から平成18年度までの長期間

では、ほとんどの区間で前進又は後退の

様々な変化がみられたが、平成 14 年度以降

は変化の傾向は比較的安定しており、平成

17 年度から平成 18 年度の短期間では、大

きな変化はみられなかった。 

 

 
＜汀線の調査範囲＞ 

 

□予測結果との比較 

護岸改修等の工事箇所を除いては、初期

汀線と予測汀線との変化量と、空港島等存

在前の平成 12 年度と平成 18 年度の実測汀

線の変化量はほぼ同じであり、予測の範囲

内と考えられた。 

 

□汀線の評価 

平成 18 年度環境監視結果と過年度デー

タとの比較をした結果、空港島等の存在前

の平成5年度から存在後の平成18年度まで

の長期間では、ほとんどの区間で前進又は

後退の様々な変化がみられたが、平成 14 年

度以降は変化の傾向は比較的安定しており、

平成17年度から平成18年度の短期間では、

大きな変化はみられなかった。 

 

以上より、平成 18 年度の環境監視結果で

は、空港島等の存在による影響はほとんど

認められなかった。 

 

なお、予測結果と比較した結果、護岸改

修等の工事箇所を除いては、初期汀線と予

測汀線との変化量と、空港島等存在前の平

成 12 年度と平成 18 年度の実測汀線の変化

量はほぼ同じであり、予測の範囲内と考え

られた。 
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海域生物 

□環境監視結果 

■空港島等周辺海域及び知多半島西岸域 

 植物プランクトン 

平成18年 5月における表層全6調査点の

総種類数は 42 種、平均細胞数は 221,233 細

胞／L であり、底層全 4 調査点の総種類数

は 44 種、平均細胞数は 147,225 細胞／L で

あった。平成 18 年 8 月における表層全 6調

査点の総種類数は 61 種、平均細胞数は

7,891,567 細胞／Lであり、底層全 4調査点

の総種類数は 66 種、平均細胞数は

1,595,625 細胞／Lであった。平成 18 年 11

月における表層全6調査点の総種類数は62

種、平均細胞数は866,333細胞／Lであり、

底層全 4調査点の総種類数は 63 種、平均細

胞数は 674,950 細胞／L であった。平成 19

年 2 月における表層全 6 調査点の総種類数

は 46 種、平均細胞数は 1,714,783 細胞／L

であり、底層全4調査点の総種類数は46種、

平均細胞数は2,856,675細胞／Lであった。

総種類数は表層では平成 18 年 11 月に、底

層では平成18年8月が最も多かった。一方、

平均細胞数は表層では平成 18 年 8 月に、底

層では平成 19 年 2 月が最も多かった。主要

出現種はプロロケントルム ミニムム、タラ

シオシラ科、ニッチア属、スケレトネマ コ

スタツム等であった。 

 

 動物プランクトン 

平成18年 5月における全6調査点の総種

類数は 23 種、平均個体数は 369,121 個体／

m3であった。平成 18 年 8 月における全 6調

査点の総種類数は 32 種、平均個体数は

416,807 個体／m3であった。平成 18 年 11

月における全 6 調査点の総種類数は 34 種、

平均個体数は 50,184 個体／m3であった。平

成19年2月における全6調査点の総種類数

は 33 種、平均個体数は 31,681 個体／m3で

あった。総種類数は平成 18 年 11 月に、平

均個体数は平成 18 年 8 月に最も多かった。

主要出現種はコドネロプシス属、オイトナ 

 

 

属、カイアシ目のノープリウス幼生等であ

った。 

 

 魚卵 

平成18年 5月における全6調査点の総種

類数は 6種、平均個数は 166 個／100m3であ

った。平成 18 年 8 月における全 6調査点の

総種類数は 9 種、平均個数は 2,401 個／

100m3であった。平成 18 年 11 月における全

6 調査点の総種類数は 4 種、平均個数は

1,008 個／100m3であった。平成 19 年 2 月に

おける全 6 調査点の総種類数は 0 種、平均

個数は 0個／100m3であった。総種類数及び

平均個数とも平成18年8月に最も多かった。

主要出現種はネズッポ科、カタクチイワシ

等であった。 

 

 稚仔魚 

平成18年 5月における全6調査点の総種

類数は8種、平均個体数は15個体／100m3で

あった。平成 18 年 8 月における全 6調査点

の総種類数は 14 種、平均個体数は 336 個体

／100m3であった。平成 18 年 11 月における

全 6 調査点の総種類数は 8 種、平均個体数

は 14 個体／100m3であった。平成 19 年 2 月

における全 6 調査点の総種類数は 8 種、平

均個体数は 14 個体／100m3であった。総種

類数及び平均個体数とも平成18年8月に最

も多かった。主要出現種はハゼ科、サッパ

等であった。 

 

 底生生物 

平成18年 5月における全6調査点の総種

類数は 103 種、平均個体数は 334 個体／

0.15m2、平均湿重量は 175.9g／0.15m2であ

った。平成 18 年 8 月における全 6調査点の

総種類数は 90 種、平均個体数は 1,607 個体

／0.15m2、平均湿重量は 90.0g／0.15m2であ

った。平成 18 年 11 月における全 6 調査点

の総種類数は 105 種、平均個体数は 557 個

体／0.15m2、平均湿重量は 212.8g／0.15m2

であった。平成 19 年 2 月における全 6調査 
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＜プランクトン、魚卵、稚仔魚、底生生物 

の調査点＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜魚類等の調査点＞ 

 

 

 

 

＜藻場生物、干潟生物、潮間帯生物、 

藻場（アマモ場分布）、護岸生物、人

工海浜生物の調査測線＞ 

 

点の総種類数は 96 種、平均個体数は 315 個

体／0.15m2、平均湿重量は 121.4g／0.15m2

であった。総種類数及び平均湿重量は、平

成 18 年 11 月に、平均個体数は平成 18 年 8

月に最も多かった。主要出現種はホトトギ

スガイ等であった。 

 

 魚類等 

小型底びき網漁獲試験では、平成 18 年 5

月における全 3 調査点の総種類数は 81 種、

平均個体数は 30,246 個体／網、平均湿重量

は 66,050g／網であった。平成 18 年 8 月に

おける全 3調査点の総種類数は 85 種、平均

個体数は 120,096 個体／網、平均湿重量は

329,424g／網であった。平成 18 年 11 月に

おける全 3調査点の総種類数は 80 種、平均

個体数は 2,722 個体／網、平均湿重量は

26,373g／網であった。平成 19 年 2 月にお

ける全 3調査点の総種類数は 68 種、平均個 
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体数は 95,978 個体／網、平均湿重量は

271,456g／網であった。総種類数、平均個

体数及び平均湿重量は平成18年8月に最も

多かった。主要出現種はオカメブンブク、

ジンドウイカ、ホトトギスガイ等であった。 

ぱっち網漁獲試験では、平成 18 年 5 月に

おける全 3 調査点の総種類数は 3 種、平均

個体数は 275,302 個体／網、平均湿重量は

333,333g／網であった。平成 18 年 8 月にお

ける全 3 調査点の総種類数は 6 種、平均個

体数は 105,851 個体／網、平均湿重量は

191,667g／網であった。平成 18 年 11 月に

おける全 3 調査点の総種類数は 6 種、平均

個体数は 28,884 個体／網、平均湿重量は

183,333g／網であった。平成 19 年 2 月にお

ける全 3調査点の総種類数は 10 種、平均個

体数は 35,654 個体／網、平均湿重量は

142,856g／網であった。総種類数は平成 19

年 2 月に、平均個体数及び平均湿重量は平

成 18 年 5 月に最も多かった。主要出現種は

イカナゴ、カタクチイワシ、サッパであっ

た。 

 

 藻場生物 

藻場における海草藻類では、平成 18 年 5

月における全 6 測線の総種類数は 6 種、平

均湿重量は 372.4g／m2であった。平成 18

年8月における全6測線の総種類数は11種、

平均湿重量は 114.7g／m2であった。平成 18

年 11 月における全 6 測線の総種類数は 12

種、平均湿重量は 95.4g／m2であった。平成

19年2月における全6測線の総種類数は16

種、平均湿重量は 84.3g／m2であった。総種

類数は平成 19 年 2 月に、平均湿重量は平成

18 年 5 月に最も多かった。主要出現種は、

アマモ、アオサ属、オゴノリ属等であった。 

藻場における葉上動物では、平成 18 年 5

月における全 6測線の総種類数は 18 種、平

均個体数は 666 個体／m2、平均湿重量は

10.6g／m2であった。平成 18 年 8 月におけ

る全 6測線の総種類数は 20 種、平均個体数 

 

 

 

は 371 個体／m2、平均湿重量は 2.7g／m2で 

あった。平成 18 年 11 月における全 6 測線

の総種類数は 15 種、平均個体数は 180 個体

／m2、平均湿重量は 1.3g／m2であった。平

成19年2月における全6測線の総種類数は

14 種、平均個体数は 104 個体／m2、平均湿

重量は 1.5g／m2であった。総種類数は平成

18 年 8 月に、平均個体数及び平均湿重量は

平成 18 年 5 月に最も多かった。主要出現種

はシマハマツボ、ホトトギスガイ、オオワ

レカラ等であった。 

藻場における底生生物では、平成 18 年 5

月における全 6測線の総種類数は 68 種、平

均個体数は 663 個体／m2、平均湿重量は

755.5g／m2であった。平成 18 年 8 月におけ

る全 6測線の総種類数は 67 種、平均個体数

は 7,583 個体／m2、平均湿重量は 1,821.3g

／m2であった。平成 18 年 11 月における全 6

測線の総種類数は 83 種、平均個体数は

2,642 個体／m2、平均湿重量は 1,957.8g／

m2であった。平成 19 年 2 月における全 6測

線の総種類数は 79 種、平均個体数は 2,173

個体／m2、平均湿重量は 2,189.3g／m2であ

った。総種類数は平成 18 年 11 月に、平均

個体数は平成 18 年 8 月に、平均湿重量は平

成 19 年 2 月に最も多かった。主要出現種は

ハスノハカシパン、ホトトギスガイ等であ

った。 

 

 干潟生物 

干潟における植物では、平成 18 年 5 月に

おける全 6 測線の総種類数は 7 種、平均湿

重量は 168.5g／m2であった。平成 18 年 8

月における全 6 測線の総種類数は 8 種、平

均湿重量は 49.9g／m2であった。平成 18 年

11 月における全 6 測線の総種類数は 9 種、

平均湿重量は 45.5g／m2であった。平成 19

年2月における全6測線の総種類数は8種、

平均湿重量は 16.3g／m2であった。総種類数

は平成 18 年 11 月に、平均湿重量は平成 18

年 5 月に最も多かった。主要出現種は、ア

マモ、アオノリ属等であった。 

 

 - 12 -



 

 

干潟における底生生物では、平成 18 年 5

月における全 6測線の総種類数は 55 種、平

均個体数は 455 個体／m2、平均湿重量は

511.0g／m2であった。平成 18 年 8 月におけ

る全 6測線の総種類数は 42 種、平均個体数

は 1,054 個体／m2、平均湿重量は 297.2g／

m2であった。平成 18 年 11 月における全 6

測線の総種類数は 38 種、平均個体数は 494

個体／m2、平均湿重量は 382.8g／m2であっ

た。平成 19 年 2 月における全 6 測線の総種

類数は 67 種、平均個体数は 644 個体／m2、

平均湿重量は 264.1g／m2であった。総種類

数は平成 19 年 2 月に、平均個体数は平成

18 年 8 月に、平均湿重量は平成 18 年 5 月

に最も多かった。主要出現種はホトトギス

ガイ、アサリ等であった。 

 

 潮間帯生物 

潮間帯における植物では、平成 18 年 5 月

における全 6 測線の総種類数は 7 種、平均

湿重量は 134.8g／m2であった。平成 18 年 8

月における全 6 測線の総種類数は 8 種、平

均湿重量は 39.9g／m2であった。平成 18 年

11 月における全 6 測線の総種類数は 9 種、

平均湿重量は 36.4g／m2であった。平成 19

年2月における全6測線の総種類数は8種、

平均湿重量は 13.1g／m2であった。総種類数

は平成 18 年 11 月に、平均湿重量は平成 18

年 5 月に最も多かった。主要出現種は、ア

マモ、アオノリ属等であった。 

潮間帯における動物では、平成 18 年 5 月

における全 6測線の総種類数は 55 種、平均

個体数は 377 個体／m2、平均湿重量は

409.3g／m2であった。平成 18 年 8 月におけ

る全 6測線の総種類数は 43 種、平均個体数

は863個体／m2、平均湿重量は238.7g／m2で

あった。平成 18 年 11 月における全 6 測線

の総種類数は 39 種、平均個体数は 489 個体

／m2、平均湿重量は 310.5g／m2であった。

平成19年2月における全6測線の総種類数

は 67 種、平均個体数は 539 個体／m2、平均

湿重量は 211.9g／m2であった。総種類数は 

 

 

 

平成 19 年 2 月に、平均個体数は平成 18 年

8 月に、平均湿重量は平成 18 年 5 月に最も

多かった。主要出現種は、アラレタマキビ

ガイ、ホトトギスガイ、アサリ、シオフキ

ガイ等であった。 

 

 藻場（アマモ場分布） 

藻場（アマモ場分布）は常滑地先から小

鈴谷地先にみられ、被度 50％以上の分布域

の中心は樽水から大谷地先であった。藻場

（アマモ場分布）面積は 307ha であった。 

 

■空港島等護岸及び空港対岸部人工海浜 

 護岸生物 

護岸における植物では、平成 18 年 5 月に

おけるGG-1～GG-3測線の総種類数は41種、

平均湿重量は 1,926.4g／m2であり、GG-4 及

びGG-5 測線の総種類数は 9種、平均湿重量

は 699.5g／m2であった。平成 18 年 8 月にお

けるGG-1～GG-3 測線の総種類数は 32 種、

平均湿重量は 50.9g／m2であり、GG-4 及び

GG-5 測線の総種類数は 7種、平均湿重量は

287.3g／m2であった。平成 18 年 11 月にお

けるGG-1～GG-3 測線の総種類数は 36 種、

平均湿重量は 246.0g／m2であり、GG-4 及び

GG-5 測線の総種類数は 7種、平均湿重量は

81.6g／m2であった。平成 19 年 2 月におけ

るGG-1～GG-3 測線の総種類数は 44 種、平

均湿重量は 1,237.7g／m2であり、GG-4 及び

GG-5 測線の総種類数は 16 種、平均湿重量

は 1,016.7g／m2であった。総種類数は、GG-1

～GG-3 並びにGG4 及びGG5 とも平成 19 年 2

月に、平均湿重量はGG-1～GG-3 が平成 18

年 5 月に、GG4 及びGG5 が平成 19 年 2 月に

最も多かった。主要出現種は、GG-1～GG-3

では、アカモク、マクサ等であり、GG-4 及

びGG-5 では、ワカメ、マクサ、アカモク等

であった。 

護岸における動物では、平成 18 年 5 月に

おけるGG-1～GG-3測線の総種類数は146種、

平均個体数は 105,965 個体／m2、平均湿重 
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量は 1,519.4g／m2であり、GG-4 及びGG-5

測線の総種類数は 91 種、平均個体数は

12,150 個体／m2、平均湿重量は 273.2g／m2

であった。平成 18 年 8 月におけるGG-1～

GG-3 測線の総種類数は 141 種、平均個体数

は 37,366 個体／m2、平均湿重量は 554.7g

／m2であり、GG-4 及びGG-5 測線の総種類数

は 89 種、平均個体数は 3,522 個体／m2、平

均湿重量は 120.6g／m2であった。平成 18

年 11 月におけるGG-1～GG-3 測線の総種類

数は148種、平均個体数は74,234個体／m2、

平均湿重量は 939.3g／m2であり、GG-4 及び

GG-5 測線の総種類数は 85 種、平均個体数

は 1,978 個体／m2、平均湿重量は 99.8g／m2

であった。平成 19 年 2 月におけるGG-1～

GG-3 測線の総種類数は 134 種、平均個体数

は 43,484 個体／m2、平均湿重量は 828.0g

／m2であり、GG-4 及びGG-5 測線の総種類数

は 79 種、平均個体数は 2,252 個体／m2、平

均湿重量は 34.8g／m2であった。GG-1～GG-3

では、総種類数は平成 18 年 11 月に、平均

個体数及び平均湿重量は平成18年5月に最

も多く、GG-4 及びGG-5 では、総種類数、平

均個体数及び平均湿重量は平成18年5月に

最も多かった。主要出現種は、GG-1～GG-3

では、イワフジツボ等であり、GG-4及びGG-5

では、イワフジツボ、ユンボソコエビ科等

であった。 

護岸における大型底生生物では、平成 18

年 5月におけるGG-1～GG-3測線の総種類数

は 7 種、平均個体数は 2 個体／m2、平均湿

重量は 126.5g／m2であり、GG-4 及びGG-5

測線の総種類数は 4 種、平均個体数は 3 個

体／m2、平均湿重量は 151.6g／m2であった。

平成 18 年 8 月におけるGG-1～GG-3 測線の

総種類数は7種、平均個体数は2個体／m2、

平均湿重量は 53.1g／m2であり、GG-4 及び

GG-5 測線の総種類数は 4種、平均個体数は

2 個体／m2、平均湿重量は 21.8g／m2であっ

た。平成 18 年 11 月におけるGG-1～GG-3 測

線の総種類数は 4 種、平均個体数は 1 個体

／m2、平均湿重量は 43.9g／m2であり、GG-4 

 

 

 

及びGG-5 測線の総種類数は 4種、平均個体

数は 4個体／m2、平均湿重量は 39.4g／m2で

あった。平成 19 年 2 月におけるGG-1～GG-3

測線の総種類数は 9 種、平均個体数は 3 個

体／m2、平均湿重量は 142.6g／m2であり、

GG-4 及びGG-5 測線の総種類数は 4種、平均

個体数は 7 個体／m2、平均湿重量は 113.3g

／m2であった。GG-1～GG-3 では、総種類数、

平均個体数及び平均湿重量は平成19年2月

に最も多く、GG-4 及びGG-5 では、総種類数

は各調査とも同じであった。平均個体数は

平成 19 年 2 月に、平均湿重量は平成 18 年

5 月が最も多かった。主要出現種は、GG-1

～GG-3 では、マナマコ、ヒトデ、サンショ

ウウニ等であり、GG-4 及びGG-5 では、マナ

マコ、イトマキヒトデ等であった。 

 

 人工海浜生物 

人工海浜における植物では、平成 18 年 5

月における総種類数は 1 種、平均湿重量は

1,297.2g／m2であった。平成 18 年 8 月にお

ける総種類数は 0種、平均湿重量は 0.0g／

m2であった。平成 18 年 11 月における総種

類数は 1 種、平均湿重量は 6.6g／m2であっ

た。平成19年2月における総種類数は2種、

平均湿重量は 479.1g／m2であった。総種類

数は平成 19 年 2 月に、平均湿重量は平成

18 年 5 月に最も多かった。主要出現種はア

オサ属等であった。 

人工海浜における動物では、平成 18 年 5

月における総種類数は 21 種、平均個体数は

1,757 個体／m2、平均湿重量は 925.0g／m2で

あった。平成 18 年 8 月における総種類数は

9 種、平均個体数は 74 個体／m2、平均湿重

量は 41.6g／m2であった。平成 18 年 11 月に

おける総種類数は 10 種、平均個体数は 550

個体／m2、平均湿重量は 160.5g／m2であっ

た。平成 19 年 2 月における総種類数は 27

種、平均個体数は 915 個体／m2、平均湿重

量は 169.5g／m2であった。総種類数は平成

19 年 2 月に、平均個体数及び平均湿重量は

平成 18 年 5 月に最も多かった。主要出現 

 

 - 14 -



 

 

種はアサリ、ネズミノテ、ホトトギスガイ

等であった。 

 

□予測結果との比較 

海域生物の項目のうち、植物プランクト

ン、動物プランクトン、魚卵、稚仔魚、底

生生物、魚類等、藻場生物、干潟生物、潮

間帯生物及び藻場（アマモ場分布）につい

て、予測結果との比較を行った。 

予測結果との比較は予測結果が定性的に

示されているため、予測結果の代わりに比

較する調査結果として、評価書現況調査及

び事前調査結果を用い、平成 18 年度の環境

監視結果と比較する。 

 植物プランクトン 

植物プランクトンにおける評価書現況調

査等との比較は、平均種類数、総種類数、

平均細胞数ともほぼ評価書現況調査等の範

囲内であり、水質等の生息環境の変化も評

価書現況調査及び事前調査時と空港島等の

存在後ではほぼ同様な傾向であった。 

 

 動物プランクトン 

動物プランクトンにおける評価書現況調

査等との比較は、平均種類数、総種類数、

平均個体数ともほぼ評価書現況調査等の範

囲内であり、水質等の生息環境及び餌生物

である植物プランクトンの変化も評価書現

況調査及び事前調査時と空港島等の存在後

では同様な傾向であった。 

 

 魚卵 

魚卵における評価書現況調査等との比較

は、平均種類数、総種類数、平均個数とも

ほぼ評価書現況調査等の範囲内であり、海

水の流れ等の海域条件も評価書現況調査と

空港島等の存在後では大きな変化はなかっ

た。 

 

 

 

 

 

 稚仔魚 

稚仔魚における評価書現況調査等との比

較は、平均種類数、総種類数、平均個体数

ともほぼ評価書現況調査等の範囲内であり、

海水の流れ等の海域条件も評価書現況調査

と空港島等の存在後では大きな変化はなか

った。 

 

 底生生物 

稚仔魚における評価書現況調査等との比

較は、平均種類数、総種類数、平均個体数、

平均湿重量ともほぼ評価書現況調査等の範

囲内であり、餌生物であるプランクトン等

の分布、底質性状等の海域条件の変化も評

価書現況調査及び事前調査時と空港島等の

存在後ではほぼ同様な傾向であった。 

 

 魚類等 

小型底びき網漁獲試験における予測との

比較は、種類数、個体数、湿重量、優占種

とも平成 11 年度から平成 18 年度までほぼ

同程度であり、餌生物の出現状況、海水の

流れ等の海域条件の変化も評価書現況調査

及び事前調査時と空港島等の存在後ではほ

ぼ同様な傾向であった。 

ぱっち網漁獲試験における予測との比較

は、種類数、個体数、湿重量、優占種とも

平成 11 年度から平成 18 年度までほぼ同程

度であり、餌生物の出現状況、海水の流れ

等の海域条件の変化も評価書現況調査及び

事前調査時と空港島等の存在後ではほぼ同

様な傾向であった。 

 

 藻場生物 

海草藻類における予測との比較は、種類

数、湿重量とも平成 11 年度から平成 18 年

度までほぼ同程度であり、水質等の生息・

生育環境の変化も評価書現況調査及び事前

調査時と空港島等の存在後ではほぼ同様な

傾向であった。葉上動物における予測との 
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比較は、種類数、個体数、湿重量とも平成

11 年度から平成 18 年度までほぼ同程度で

あり、水質等の生息・生育環境の変化も評

価書現況調査及び事前調査時と空港島等の

存在後ではほぼ同様な傾向であった。 

底生生物における予測との比較は、種類

数、個体数、湿重量とも平成 11 年度から平

成 18 年度までほぼ同程度であり、水質等の

生息・生育環境の変化及び餌生物であるプ

ランクトン等の分布も評価書現況調査及び

事前調査時と空港島等の存在後ではほぼ同

様な傾向であった。 

 

 干潟生物 

植物における予測との比較は、種類数、

湿重量とも平成 11 年度から平成 18 年度ま

でほぼ同程度であり、水質等の生息・生育

環境の変化も評価書現況調査及び事前調査

時と空港島等の存在後ではほぼ同様な傾向

であった。 

底生生物における予測との比較は、種類

数、個体数、湿重量とも平成 11 年度から平

成 18 年度までほぼ同程度であり、水質等の

生息・生育環境の変化及び餌生物であるプ

ランクトン等の分布も評価書現況調査及び

事前調査時と空港島等の存在後ではほぼ同

様な傾向であった。 

 

 潮間帯生物 

植物における予測との比較は、種類数、

湿重量とも平成 11 年度から平成 18 年度ま

でほぼ同程度であり、水質等の生息・生育

環境の変化も評価書現況調査及び事前調査

時と空港島等の存在後ではほぼ同様な傾向

であった。 

動物における予測との比較は、種類数、

個体数、湿重量とも平成 11 年度から平成

18 年度までほぼ同程度であり、水質等の生

息・生育環境の変化及び餌生物であるプラ

ンクトン等の分布も評価書現況調査及び事

前調査時と空港島等の存在後ではほぼ同様 

 

 

 

な傾向であった。 

 

 藻場（アマモ場分布） 

藻場（アマモ場分布）は、平成 14 年度以

降は増減を繰り返しながらも増加傾向にあ

り、評価書現況調査時と比べて分布面積は

広くなっていた。これは、自然変動などに

よるものと推測された。 

 

□海域生物の評価 

平成 18 年度環境監視結果と過年度デー

タとの比較をした結果、植物プランクトン、

動物プランクトン、魚卵、稚仔魚、底生生

物、魚類等については、常滑沖海域におい

て、一部で種類数、個体数、優占種に変化

がみられ、藻場生物、干潟生物、潮間帯生

物については、一部で種類数、個体数、湿

重量に変化がみられたものの、出現状況は

存在前及び存在後とほぼ同様の傾向を示

していた。また、藻場については平成 8年

度以前よりも分布面積が拡大したが、自然

変動などによるものと推測された。 

 

また、新たに創出された空港島等護岸及

び空港対岸部人工海浜では平成 17 年度か

ら調査を開始し、植物及び動物の生息を確

認した。 

 

以上より、平成 18 年度の環境監視結果

では、空港島等の存在による大きな変化は

みられなかった。 

 

なお、予測結果との比較では、評価書現

況調査等との比較を行い、平成 14 年度か

ら平成 18 年度の調査結果は、ほぼ評価書

現況調査等の範囲内であった。 
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鳥類 

□環境監視結果 

 

 

 美浜町コロニーにおけるカワウ生息数 

美浜町コロニーにおけるカワウ生息数に

ついては、繁殖期の平成 18 年 7 月に 6,684

羽、非繁殖期の平成 18 年 11 月に 7,898 羽

が出現した。 

 

 カモメ類等水鳥・カワウ出現状況 

知多半島西岸 25 地点（B1～B25 地点）に

おける出現状況については、平成18年5月、

7月、9月、11 月、平成 19 年 1 月及び 3月

の6回の調査により5目 7科 39種の水鳥及

び 3 目 14 科 23 種の陸鳥が確認された。絶

滅のおそれのある野生動植物の種の保存に

関する法律等に基づいて選定された注目す

べき種として、カンムリカイツブリ、カワ

ウ、ヒメウ、クロサギ、アオサギ、トモエ

ガモ、ヨシガモ、オナガガモ、ミサゴ、ハ

イタカ、シロチドリ、オバシギ、ミユビシ

ギ、コアジサシ、カワセミが確認された。 

知多半島西岸域合計では 2,543 羽（5 月）

～11,922 羽（3 月）の水鳥が確認された。

また、平成 18 年度の計 6回の調査による延

べ出現個体数は、水鳥37,152羽、陸鳥2,007

羽、計 39,159 羽であり、水鳥が全体の

94.9％を占めた。 

留鳥であるカワウは年間を通じ多数出現

し、389 羽(1 月)～1,197 羽(9 月)が確認さ

れた。 

冬鳥であるヒドリガモは、11 月に 270 羽、

1月に 593 羽、3月に 639 羽出現した。 

冬鳥であるユリカモメは 7 月を除き確認

され、特に 1 月に 2,237 羽、3 月に 7,241

羽出現した。 

ウミネコは 7月～11 月に多数出現し、こ

のうち 7月は 1,463 羽、11 月は 2,814 羽で

最優占種となった。なお、ウミネコは愛知

県では冬鳥とされているが、例年、秋に年

間最多渡来数が確認される種となっている。 

旅鳥であるアジサシは 5 月及び 9 月に出

現し、このうち 9 月は 4,458 羽出現し、最

優占種となった。 

夏鳥であるコアジサシは 5 月～9 月に出

現し、このうち 7 月（362 羽）の優占順位

は第 3位であった。 

空港島 2 測線及び対岸部 1 測線における

出現状況については、平成 18年 5月、7月、

9月、11 月、平成 19 年 1 月及び 3月の 6回

の調査により5目7科 32種の水鳥及び3目

12 科 20 種の陸鳥が観察された。科別種数

では 7 種が出現したシギ科及びカモメ科が

多く、6 種が確認されたカモ科がこれに次

いだ。水鳥各種の渡りの区分（愛知県鳥類

目録 2002 及び愛知県鳥類レッドリスト）に

よると、冬鳥：14 種、旅鳥：8種、留鳥：8

種、夏鳥：2種であった。 

絶滅のおそれのある野生動植物の種の保

存に関する法律等に基づいて選定された注

目すべき種として、カンムリカイツブリ、

カワウ、アオサギ、ミサゴ、ハヤブサ、チ

ョウゲンボウ、シロチドリ及びコアジサシ

が確認された。 
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＜鳥類の調査地点及び調査測線＞ 
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空港島2測線及び対岸部1測線合計では、

303 羽（1 月）～6,450 羽（9 月）の水鳥が

確認された。また、計 6 回の調査による延

べ出現個体数は、水鳥 11,728 羽、陸鳥 524

羽、計 12,252 羽であり、水鳥が全体の

95.7％を占めた。 

留鳥であるカワウは年間を通じ多数出現

し、143 羽（5 月）～382 羽（7 月）が確認

された。このうち 1 月（219 羽）は最優占

種となった。 

冬鳥であるユリカモメは11月に398羽及

び 3 月に 200 羽が確認され、3 月は最優占

種であった。 

ウミネコは 7月～11 月に多数出現し、こ

のうち 9 月に 6,199 羽と多くの個体が確認

された。 

夏鳥であるコアジサシは５月に 1,262 羽

が確認され、最優占種となったが、繁殖盛

期である７月には確認数が 140 羽へと大幅

に減少した。これは、平成 18 年度は、空港

島及び対岸部における未利用地の多くで草

類が繁茂し、コアジサシにとっての繁殖適

地である裸地が減少したことや降雨の影響

などにより、減少したためとみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□鳥類の評価 

美浜町コロニーにおけるカワウ生息数に

ついて、過年度データとの比較をした結果、

カワウの生息数は、概ね過去の変動の範囲

内であった。 

 

知多半島西岸25地点における平成4年度

以降の調査において、主要な出現種になっ

たことのある種の出現状況は以下のとおり

である。 

オオミズナギドリは平成 18 年度は確認

されなかった。旅鳥である本種は調査時に

は知多半島西岸域では確認されない年も多

い。 

カワウは年間を通じ広範囲で確認された。

知多半島西岸域では、5月、7月及び 9月の

個体数はやや減少傾向にあるが、年間の最

多出現数では、空港島存在前より存在後に

多い年がしばしばある。 

スズガモは対岸部の概成直後から対岸部

内の閉鎖水域で数千羽以上の越冬渡来が確

認されていたが、工事の進捗により閉鎖性

水域は消滅したため、平成 18 年度はそのよ

うな群れは確認されなかった。 

ユリカモメは１月のSt.11、3月の St.19、

20、21 で 1,000 羽以上確認された。着工前

には知多半島西岸域の冬季の最優占種であ

った本種は、近年確認数が少ない状況が続

いている。 

ウミネコは 7～11 月に中～南部沿岸を中

心に多数確認され、7月及び 11 月は最優占

種となった。また、9 月には最多の 3,482

羽が確認された。ウミネコは愛知県では冬

鳥とされているが、例年、秋に年間最多数

が確認される種になっている。 

アジサシは 9 月に 4,458 羽、5 月に 471

羽確認された。過去、平成 5年度、6年度、

平成7年度及び15年度の9月にまとまった

出現が確認されているが、旅鳥である本種 
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の個体数は調査日による変動が大きいと考

えられる。 

コアジサシは 7 月に中部沿岸を中心に

362 羽確認された。本種はこれまでにも平

成 5～6 年度及び平成 13～17 年度にまとま

った個体数が確認されている。空港島及び

対岸部のコロニーに依存して個体数が一時

的に増加していたが、空港島及び対岸部に

おける未利用地の多くで草類が繁茂し、コ

アジサシにとっての繁殖適地である裸地が

減少したことや降雨による営巣の失敗から

個体数は少なくなり、空港島等の存在前の

状況に戻りつつある。 

 

空港島及び対岸部周辺における水鳥の分

布状況調査の結果では、カワウ、ユリカモ

メ、ウミネコ、コアジサシが主な構成種と

なっていた。 

 

知多半島西岸域での主要な水鳥の経年変

化に「空港島及び対岸部周辺における水鳥

の分布状況調査」の個体数を加えた結果、

個体数の増加、減少の傾向は以下のとおり

となった。 

オオミズナギドリ、スズガモ、ユリカモ

メ及びアジサシは空港島及び対岸部周辺で

の個体数が少なく、知多半島西岸域全体で

の個体数の増加、減少の傾向に変化はなか

った。 

カワウは 5 月、7 月及び 9 月の個体数の

減少傾向がやや緩和された。 

ウミネコは最多渡来期の 9 月における知

多半島西岸域全体での個体数が平成 8 年度

以前とほぼ同規模となった。 

コアジサシは 5 月の個体数がやや増加し

たが、7 月は空港島及び対岸部周辺での個

体数が少なく、知多半島西岸域全体での個

体数の増加、減少の傾向に変化はなかった。 

 

 

 

 

以上より、平成 18 年度の環境監視結果で 

は、空港島等の存在による大きな変化はみ

られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 - 19 -




